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はゼロであり,エントロピー自身の値 としては,任意で都合の良い値 としてゼロを割 り当て
られるとしている場合が多 くある3:4)任意で都合の良い値としてのゼロと,本質的に導びかれ
































































































め ∬1 ∬2 (∂¢/∂∬1)∬2
E S V T
E V S -P
H S P T
H P S ド
A T ㍗ -S
･A V 千 -P










こごで¢が状態関数であることも考慮 しながら,第 5式から第 4式を引くと
42cd x 1-0 (6)
が得られる.これが 一 般 に 成 り 立 っためには,Cが常にゼロでなければならないOしたがっ
てMはポテンシャル で は な い O 同 様 にNもポテンシャルではない.ここでM又はNはP,V,
T,Sのいずれかであ る の で , P , V , T ,Sはすべてポテンシャルではない｡E,a,A,Gがポテ



















うまく自然を表現 している様である｡熱力学の第二法則をカラセオ ドー リの方法で表現する
とき,パッフの形 (Pfaffian)の解を求めるために必然的に現われる積分因子はTの形だし,
又ボルツマンの公式もTの形である｡ただし本質的には,温度をTで表現 しようがその逆数
の丁で表現 しようが同等である｡体積圧縮率の場合 と平行 して考えを進めるため,丁の方が
解 りやすいだけである｡ここで等圧比熱 Cを考えると,以下の通 りに書ける｡
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